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国際人道法

　1971年に国際赤十字委員会が初めて公式に提唱した国際法の分野名です。「国際人道法」という名前の条約が
あるわけではありません。一つは「軍事目標主義」で、武力行使は相手の軍事力を破壊する目的にのみ限定され
るべきという「原則」です。もう一つは「害敵手段の制限」で、武力行使の際に使って良い武器・兵器と、使っ
てはいけない武器を区別するものです。

今月のキーワード今月のキーワード

ジェンダーギャップ指数

　国ごとの男女格差を数値化したものです。経済・政治・教育・健康の４つの分野における男女平等を評価し、
その総合スコアを表しています。指数が低い＝男女不平等だと、女性に対する差別の問題が発生する可能性が高
くなります。たとえば、賃金格差や人身売買などの問題を抱えている多くは女性です。2021年の日本の順位は
120位と、主要７カ国（Ｇ７）で最下位でした。

おおさか自治体の仲間　2022年５月15日　第383号 ２３ 2022年５月15日　第383号　おおさか自治体の仲間

共立メンテナンスの代表が水野委員長に誓約書を交付

討
論
で
は
Ｗ
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Ｂ
参
加
者
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め
19
人
か
ら
職
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２
年
以
上
続
く
コ
ロ
ナ
禍
で
の
人
員
体

制
の
抜
本
的
な
改
善
、
時
間
外
労
働
の
上

限
規
制
問
題
、
公
務
公
共
職
場
で
働
く
す

べ
て
の
職
員
が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ

る
雇
用
の
保
障
や
労
働
条
件
の
改
善
は
依

春
闘
期
に
提
出
し
た
「
定
年
引
き
上
げ
に

関
す
る
基
本
要
求
」
を
も
と
に
、
不
利
益

や
不
公
平
の
な
い
制
度
の
早
期
条
例
化
を

め
ざ
し
、
団
体
交
渉
を
行
い
ま
す
。
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「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
の
観
点
に
立

っ
て
、
法
改
正
を
待
た
ず
に
、
会
計
年
度

任
用
職
員
へ
の
期
末
手
当
支
給
は
も
ち
ろ

ん
、
勤
勉
手
当
相
当
額
の
支
給
、
昇
給
の

上
限
撤
廃
、
傷
病
休
暇
や
忌
引
休
暇
を
有

給
で
正
規
職
員
と
同
じ
日
数
を
付
与
す
る

な
ど
、
処
遇
改
善
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

自
治
労
連
の
提
起
す
る
（
仮
称
）「
誇

り
と
怒
り
の
３
Ｔ
（
つ
な
が
る
、
つ
づ
け

る
、
た
ち
あ
が
る
）
ア
ク
シ
ョ
ン
」
に
取

り
組
み
、
均
等
待
遇
に
も
と
づ
く
、
任
期

の
定
め
の
な
い
短
時
間
公
務
員
制
度
の
実

現
を
含
め
た
抜
本
的
な
法
改
正
を
求
め
る

運
動
を
す
す
め
ま
す
。
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「
大
阪
の
自
治
体
ま
る
わ
か
り
研
究

会
」
で
自
治
体
と
府
民
の
く
ら
し
の
実
態

を
明
ら
か
に
し
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
産
業

　

４
月
18
日
、
大
阪
地
裁
第
５
民
事
部

に
お
い
て
、
守
口
市
学
童
保
育
指
導
員

労
働
組
合
と
㈱
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と

の
間
で
和
解
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

和
解
内
容
は
、「
雇
止
め
通
知
を
撤

回
す
る
」
こ
と
や
、
解
決
金
と
し
て
７

８
０
０
万
円
を
支
払
う
こ
と
、
さ
ら
に

労
働
組
合
法
に
基
づ
く
団
体
交
渉
を
約

束
す
る
こ
と
な
ど
、
次
の
た
た
か
い
に

つ
な
が
る
和
解
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

和
解
条
項
に
は
、
大
阪
府
労
働
委
員
会

命
令
の
誓
約
書
を
手
交
す
る
こ
と
も
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

４
月
22
日
午
後
１
時
半
、
多
く
の
支

援
者
と
報
道
関
係
者
が
見
守
る
中
、
㈱

共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
社
員
か
ら
守
口

市
学
童
保
育
指
導
員
労
働
組
合
の
水
野

直
美
委
員
長
に
対
し
、
労
働
委
員
会
命

令
の
誓
約
書
が
手
交
さ
れ
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
職
場
復
帰
は
か
な
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
水
野
委
員
長
は
「
雇

い
止
め
通
知
が
撤
回
さ
れ
、
こ
れ
で
一

人
ひ
と
り
が
前
を
向
い
て
進
ん
で
い
け

る
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
民
間
委
託
が
引
き

起
こ
し
た
今
回
の
事
件
、
守
口
市
当
局

の
行
政
責
任
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　５月３日に扇町公園で「５・３おお
さか総がかり集会」が開催されました。
　３年ぶりの開催に、3500人が参加
し、またYouTubeでも同時配信され、
多くの人が平和への思いを共有しまし
た。コロナ感染拡大防止のため、各団
体がシートを敷いて距離を取りながら
の参加でしたが、「MIC SUN LIFE

（マイク サン ライフ）」のライブで
熱い思いを受けてのスタートでした。
　立憲民主党・日本共産党・社民党・
れいわ新選組各党の代表者スピーチの
後、核兵器廃絶キャンペーン（ICAN）
国際運営委員会の川崎哲さんからのビ
デオメッセージ、ピースデポの湯浅一郎
さんのメインスピーチと続き、市民ス

ピーチでは、ウクライナに友だちがい
る女性がウクライナの歌で平和を訴え
ました。他にもカジノ反対住民投票請
求署名の訴えや、シングルマザーの生
きづらさなどを聞くことができました。
　集会後は、梅田周辺を３ヶ所に分か
れ、スタンディングアピールを行いま
した。

2022夏季闘争2022夏季闘争

輝け憲法！
平和といのちと人権を！
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大
阪
府
の
国
へ
の
「
カ
ジ
ノ
Ｉ
Ｒ
整
備

計
画
」
の
申
請
は
、
①
「
住
民
合
意
」
が

取
れ
て
い
な
い
、
②
過
大
な
資
金
の
根
拠

が
示
さ
れ
て
い
な
い
、
③
関
連
す
る
イ
ン

フ
ラ
整
備
費
の
増
大
、
④
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依

存
症
の
危
険
性
、
⑤
マ
イ
ナ
ス
の
経
済
効

果
、
⑥
地
震
や
台
風
時
に
甚
大
な
被
害
の

恐
れ
な
ど
、
問
題
が
山
積
み
で
す
。
こ
れ

ら
を
放
置
し
た
無
責
任
な
行
為
は
許
さ
れ

ま
せ
ん
。
引
き
続
き
「
カ
ジ
ノ
よ
り
い
の

ち
・
く
ら
し
最
優
先
」
の
取
り
組
み
を
す

す
め
ま
す
。
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22
春
闘
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
困
難
さ

に
直
面
す
る
中
で
も
、
職
場
の
要
求
実
現

と
結
び
つ
け
た
、
仲
間
づ
く
り
・
共
済
運

動
が
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

職
場
の
悩
み
や
不
満
・
要
求
、
労
働
組
合

へ
の
思
い
を
聞
く
「
総
対
話
」
を
重
視
し

た
取
り
組
み
を
す
す
め
ま
す
。

守口市学童保育
指導員労組が
　　　 　　　　
全面勝利和解
　　　 　　　　

　５月８日に開かれた大阪自治労連第90回中央
委員会は、2022年春闘の成果や教訓を確認しあ
い、引き続くコロナ禍での夏季闘争、付属議案
の参議院選挙闘争などの方針を決定しました。
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　　ロシアはウクライナへの侵略をやめよ！ロシアはウクライナへの侵略をやめよ！　　

手
作
り
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
で
ア
ピ
ー
ル
！

５・３おおさか総がかり集会

然
と
し
て
な
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
引
き
続
き
い
の
ち
と
く

ら
し
を
守
る
た
め
の
抜
本
的

な
体
制
強
化
と
時
間
外
労
働

規
制
の
強
化
を
求
め
ま
す
。
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正
規
・
非
正
規
に
か
か
わ

ら
ず
、
す
べ
て
の
自
治
体
・

公
共
関
係
労
働
者
の
賃
金
引

き
上
げ
を
求
め
、
生
活
改
善

を
め
ざ
し
ま
す
。
最
賃
の
大

幅
引
き
上
げ
の
運
動
に
参
加

す
る
と
と
も
に
、
自
治
体
・

公
共
関
係
職
場
の
最
賃
割
れ

を
な
く
し
ま
す
。
ま
た
、
定

年
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、


